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僕が、始めに「平和」と聞いて頭の中に思い浮かべる景色は海のように広がる草原

だ。小学４年生のときに旅行に行った場所で、どこを見渡しても広がる草原の景色を

目の当たりにした。そのとき、なぜか「平和だな。」と 感じた。そしてこんな景色が

見れることに幸せを感じた。しかし、誰もがこの景色を見ることができないと思った。

そして、この「できない」という言葉は苦手だから、不得意だからという意味でなく、

今僕が簡単に、そして平和であるからこそできることが実現できない人がいる、現実

に悲しみを持った。なぜこのような現実になってしまったのか。  

そもそも「平和」という言葉はとてもいい言葉だがそれと同時に「戦争」という言

葉が頭によぎる。それは、自分にとって今は平和だと思っていても、ニュースでよく

見る戦争をしている世界を視線に移すと、やはり平和という言葉が完全にあてはまら

ないからであると考えた。戦争とは何かと幼い頃に聞かれたとき、「戦争はいけない

こと」というイメージがあった。しかし、日頃の報道や学習中の歴史を通して、戦争

を起こさざるを得なかったのかと理解するときがあった。それでも、戦争をして勝利

した国もしくは人たちだけが幸せに生活ができることに平等でない世界だなと感じ

る。また、戦争をし続けることが誰もが平和に生きることができない大きな理由に繋

がると思った。  

もちろん、僕も自分がしたいことをするために生きている。しかし、自分の思い通

りにいかなかったことや、相手の行動に対して疑問を持ったことがある。このような

時に、僕はどのような行動をすれば良いか、相手の考えを理解するためにどうしたら

良いかを考えることが成長していくにつれて多くなった。１４年間生きて、人との関

わりの大切さを学んだし、学んでいる途中だ。この例えを世界の状態に反映させると、

考えや宗教の対立、そして自国の欲しいものやことを目的とし動き始めるのが戦争だ。

今の世界が平和になるために必要なことは、相手の考えを受け止める、自分と違う人 



を理解することだ。僕は相手の考えを聞いた時に、共感をすると相手は喜ぶ表情を見

せたり、仲がより深まった経験がある。自分通りに行かなくても相手の話に共感する

ことなどの積み重ねで笑い合える仲になることに幸せさを感じる。自分のしたいこと

をする、考えるのはとても大切だが、主張の壁を超えて、戦争に発展し、関係のない 

人を傷つけ最悪命を奪ってしまうことは二度とあってはならない。  

平和は聞くだけで良い景色が思い浮かぶし、良い感情を持つことができる。しかし、

人と人との傷つけ合いがはじまった瞬間にこの「平和」という言葉は消えてしまうと 

思った。 また、戦争によって日常の幸せが壊されてしまうんだなと身近な人の会話、

取り上げられているメディアを通して痛感した。一人ひとりが自分の思うように生き

て、人生を豊かにするのは決して悪いことではない。その反面、身近の生活、世界の

どちらにも言えることだが、完全な平和、幸せな平和を目指すために、人との関わり

を１から１０の全てを大切にし、時には考えを認め合うことが大切だと改めて思った。

僕は「平和だ」という言葉を張り切って言うことができる人生にしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


